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令和５年度 中川中学校 キャリア教育まとめ

中川中学校 中島千博

１．はじめに

本年度、本校ではキャリア教育を「社会的・職業的自立に必要な基盤となる能力や態度の

育成を通して、自分らしい生き方の実現を促す活動」と捉えるとともに、特定の活動や指導

方法に限定するのではなく、様々な教育活動を通して実践していけるように努めていことを

大切にしながら実践を進めてきた。

〔令和５年度 総合的な学習の時間 年間計画〕

上記の活動以外にも、例えば、道徳の時間において人権教育の一環として、１学年ではアイマスク

車椅子体験を通して共生社会を考えたり、国語の授業では地域や社会全体で問題になっていることを

想起し、それについて自分の考えをもち、適切な根拠を用いて論理的に意見文を書く等の活動に取り

組んだりした。
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２．実践報告

（１）総合的な学習の時間（フリーラーニング）

今年度、本校では総合的な学習の時間３０時間を「フリーラーニング」と位置づけ、各自が追

究したいテーマを決め、探究活動を行った。また、生徒の探究活動を支えるため、地域の方にボ

ランティアスタッフ参加していただいた。さらに、各自で追究した内容を①中間報告会②まとめ

の報告会において発表した。

〔生徒の感想から〕

・今日のＦＬでドーナツを作りました。途中でバターがしっかり溶けきらなくて大変だったりした

けれど、味はおいしかったので良かったです。次は失敗したところを修正していきたいです。

・今日のＦＬで試作品のバットを作って、グリップの部分まで完成しました。結構細くできたので

すが、細く削るのが大変でした。

・今日のＦＬでカボチャのクッキーを作りました。ちょっと焦げたけれど、味はおいしかったので

良かったです。他のみんなが作ったのもおいしかったです。

、 。 、・ＦＬの最終報告会があり 他のクラスの人と意見交換をしました 自分のまとめができたことで

追究する楽しさや調べる力が少しついたかなと感じられた。また、中間発表の時に「～したい」

と言っていたことを多くの人が実現していて、目的や計画内容が明確だからこそできるんだなっ

て思った。ＦＬをやっていろいろな感想をもらえたので良かった。

・今日、ＦＬの最終発表会があった。今日でＦＬは終わりなので、今までの成果をグループで共有

しました。僕は中川村の川について調べたので、その成果と感想を伝えました。画用紙に書いて

伝えました。分かりやすく伝えられたので良かったです。他の人の発表もすごくユニークで、探

求していた内容を分かりやすく説明していたと思います。来年は違うテーマで探求したいです。

〔探求の振り返り〕

（テーマ：車の空力向上に伴う燃費向上について）

・空気の流れが付ける前より良くなって、燃費が向上したことがわかった。何かを自分で探究する

楽しさを知ることができた。

（テーマ：世界と日本について）

・お金の種類がたくさんあるということ、日本と世界の学校は全然違うということが分かった。

（テーマ：MVをつくる〕

・自分の納得いくものをつくるには何回も失敗したり、沢山の時間をかけて練習・研究したりし

なくてはいけないことが分かった。

（テーマ：走りの追究）

・自分の走りをカメラで撮って改善点を見つけて練習してまたカメラで撮って比べた。意識

をすることで変わるということが分かった。
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（２）中川村キャリアフォーラム

例年、２学年を中心として実施していたキャリアフォーラムであったが、今年度は地域の方との

結び付きを強めるとともに、働くということを知る機会として、全学年が参加し、中学生が企業の

ブース（３４）を自由に回り、企業の方と話をすることで、企業の方の思いや働くことについて考

える機会となった。生徒の感想には「地域にこんなに多くの企業があることを知らなかった 「そ」

れぞれの企業が目的をもって仕事をしていることが分かった 「 働くこと＝お金を得ること』ば」『

かりではないことが分かった」など、働くことに関して見方や考え方を深める機会となった。地域

の方からも肯定的な意見が寄せられており、来年度も同様の方向で実施する準備を進めている。

〔生徒の感想から〕

・今日のキャリアフォーラムで、中川村で働いている方たちの話を聞きました。自分が一番気にな

っていた村の図書館の方の話を聞いて、面白かったし、司書の資格を取るのは簡単だし、情報を

集めたりする時に生きてくるという話を聞いて、さらに興味を持った。

・今日はキャリアフォーラムがありました。司会は少し緊張したけれど、やり切ることができたの

で良かったです。そして、私が回ったブースの中で一番印象に残ったのは、訪問介護の「ぽれぽ

れ」でした。こういう仕事があることは知っていたけれど、中川村にあるということは知りませ

んでした。そして、病院の仕事とは違っているけれど、とてもいい仕事だなと思いました。また

「ぽれぽれ」は、自分たちで過ごしやすい職場を作っているそうで、とてもすごいなと思いまし

た。

・今日はキャリアフォーラムで、様々な企業の方のお話を聞いた。特に印象深かったお話は、奏の

森さんの「５０年前に植えられた木を、自分たちの手で活かしたい」というものだった。自分だ

ったら、植えた人や土地を持っている人に任せてしまうだろうな･･･と思ったので、整備して家

になった木や体験施設になった森を大切にしなければいけないと思った。

・今日はキャリアフォーラムがありました。２カ所目で聞いた事業所の方の話がとても面白かった

です。そば道場という事業所だったのですが、その仕事というより、自分たちの進路や地元の話

などが聞けて良かったです。時間があったら、飯島にあるらしいので行ってみたいです。
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（３）アイマスク・車椅子体験

１年生では、後期の人権月間に合わせ、アイマスク・車椅子体験を行った。地域の社会福祉協

議会の協力を得て、アイマスクや車椅子を使い、目や足の不自由な方の生活について考える機会

を設けた。生徒たちにとって馴染みのある学校でも、目が見えなかったり歩けないという状況を

経験することで、障がいを持っている方に思いを寄せ、自分たちにもできることがあるのではな

いかと考える生徒が見られた。また、社会福祉協議会の方の協力を頂くことで、地域の福祉事業

に対する認識が深まった生徒も見られた。

〔生徒の感想から〕

・今日は道徳の時間にアイマスク体験をしました。最初に体育館で社協の方から説明をしてもらい

２人でペアになって、アイマスクをしながら校舎を回りました。いつも使っている校舎だからそ

んなに困らないと思っていたけれど、実際にやってみると、やっぱり目が見えないと怖いんだな

って思いました。目が見えない人ってこんな感じなんだって思ったので、自分で手助けできるこ

とがあればやってあげたいです。

・道徳の時間にアイマスクと車椅子の体験をしました。最初に車椅子の体験をしました。車椅子に

乗る人と押す人に分かれ、途中で交代しながらやりました。やってみると、水道を出したりトイ

レの戸を開けたりするのが難しかったです。普段生活しているとそんなことをあまり感じなかっ

たけれど、体験をしているといろいろなことが分かって良かったです。

・アイマスク体験をしました。やってみて思ったことは、世話をする人が具体的に話さないとその

時の様子がよく分からないということです。私もやってみて、何となく「あっち」とか言われて

も分からなかったことがありました。自分の周りには目の不自由な人はいないけれど、将来いろ

いろな人に会うと思うので、今日学んだ事を大事にしたいと思いました。

３．今後の課題と展望
（１）フリーラーニング（ＦＬ）について

今年度からのスタートであったため、生徒によっては追究課題がなかなか決まらなかったり、

課題がその都度変わってしまったりすることで十分な探究ができずに終わってしまった生徒がい

た。来年度はその点も踏まえ、見通しを持って活動に入れるようにしたい。また、地域ボランテ

ィアの方に入って頂くことで教員の負担が軽減され、地域との結び付きが強くなることが分かっ

たので、来年度も地域の方に入って頂く方向で検討したい。さらに、追究の発表の方法について

は、校外への発信も含め検討をする必要があると考える。

（２）キャリアフォーラムについて

今年度は多くの地域の方と関わり、働くことについて考える機会を作るという目的から全校生

徒（小６も一部参加）が参加する形とした。来年度も全校参加の形を取り、村内の小学生にも参

加を呼びかけることで、早い段階からキャリア教育を始めていきたい。また、村教委と協力し、

、 。地域の企業の方との連絡を密にすることで より多くの企業の方に参加して頂くことを考えたい

、 「 」 「 」さらに キャリアフォーラムを 職場体験の発表の場 とはせず 働くことを学ぶスタートの場

と考えたい。



- 5 -


